
『移住希望者続 ！々』

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、

定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ

ス
テ
ム
、
電
気
自
動
車
等
用
充
放

電
シ
ス
テ
ム（
Ｖ
２
Ｈ
）を
新
た

に
設
置
す
る
人
に
設
置
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
住
予

定
で
、
市
税
に
滞
納
が
な
く
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
▽
市

内
に
お
い
て
、
自
ら
居
住
す
る
住

宅
に
対
象
設
備
を
設
置
し
よ
う
と

す
る（
住
宅
で
店
舗
な
ど
の
用
途

を
兼
ね
る
も
の
、
同
一
敷
地
内
の

倉
庫
の
屋
根
な
ど
に
設
置
す
る
場

合
も
含
む
）▽
市
内
の
対
象
設
備

の
付
い
た
居
住
実
績
の
な
い
住
宅

を
購
入
し
て
居
住
す
る

補
助
対
象　
①
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
と
定
置
用
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
同
時
設

置
②
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄

電
シ
ス
テ
ム
の
単
体
設
置
③
Ｖ
２

Ｈ
の
単
体
設
置（
③
は
①
・
②
と

の
同
時
申
請
が
可
能
）

補
助
金
額　
▽
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
＝
シ
ス
テ
ム
を
構
成

す
る
太
陽
電
池
１
kW
当
た
り
２
万

円（
上
限
８
万
円
）▽
定
置
用
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
＝

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
同
時
設

置
の
場
合
は
１
kWh
当
た
り
２
万
円

（
上
限
10
万
円
）、
単
体
設
置
の

場
合
は
１
kWh
当
た
り
１
万
円（
上

限
５
万
円
）▽
Ｖ
２
Ｈ
＝
定
額
５

万
円

申
請
期
限　
令
和
7
年
３
月
26
日
㈬

そ
の
他　
▽
提
出
書
類
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た

は
環
境
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す

▽
工
事
着
手
・
購
入
前
の
事
前
申

請
が
必
要
で
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
環
境
課（
☎

40
２
２
６
４
）

　
住
宅
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
設
置
費
補
助
金

市
民
と
協
働
し
て
花
と
緑
が
あ

ふ
れ
る
公
共
空
間
を
創
出
し
、日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
草
花
を
愛
で
る

優
し
い
心
を
育
み
、
地
域
の
絆
を

深
め
る
こ
と
を
目
指
し
、
身
近
な

公
共
空
間
の
美
化
を
行
う
団
体
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
額　
年
額
２
万
円

対
象　
市
民
に
よ
る
団
体
、
行
政

区
、
自
治
会
な
ど

定
員
60
団
体（
先
着
順
）

募
集
期
間　
８
月
30
日
㈮
ま
で

対
象
活
動　
①
花
と
緑
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
＝
指
定
管
理
者
の
自
主
事
業

と
併
せ
た
公
園
の
花
壇
を
維
持
管

理
②
公
園
ア
ダ
プ
ト
＝
公
園
の
清

掃
・
維
持
管
理
③
地
域
公
会
堂
等

花
壇
づ
く
り
＝
公
会
堂
な
ど
の
花

壇
で
年
間
を
通
し
た
日
常
管
理
④

環
境
美
化
活
動
＝
公
共
空
間
の
清

掃
・
除
草
・
植
栽

そ
の
他　
必
要
書
類
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
担
当
課
窓
口
で
配
布
し

て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　
①
②
＝
都
市
施
設

課（
☎
㉓
９
８
５
０
）・
③
④
＝

環
境
課（
☎
40
２
２
６
４
）

　
笑
顔
を
咲
か
せ
る
花
の
ま
ち
協
働
づ
く
り
事
業
補
助
金

　小野地区は、烏川に近く標高が低いため、
地域のほとんどが浸水想定区域とされており、
防災面で課題があります。
　「小野地区地域づくり協議会」では、このよ
うな地域の課題を解決するために、独居高齢
者の個別避難計画を作成しました。協議会の
委員が231人の対象者を一軒一軒訪問し、災害
時に「どこに避難するのか」、「誰が支援してく
れるのか」などを相談して決めました。作成し
た個別避難計画は、家族や支援者のほか、区
長や民生委員などにも情報が提供され、災害
時に役立てられます。
　このほかにも地域づくりセンター小野でマ
イ・タイムライン講習会を開催するなど、小
野地区全体で、防災に力を入れて取り組みを

進めています。
　６年度には、地域のつながりを育む活動と
して、９月に「第20回小野地区芸能発表会」を
市民ホールで開催予定です。市制施行70周年
記念事業に位置付け、例年にも増して盛大に
行います。ぜひお越しください！

　小野地区は、市の北部に位置する地域で、藤岡ICや北藤岡駅があり交通の便が良いところです。
令和５年６月２日には「小野地区地域づくり協議会」を設立し、住民の自主的かつ主体的な活動を
推進しています。今回は、昨年度に実施した地域づくり協議会の取り組みを紹介します。

地域づくり課（☎402211）

小野地区

100歳のお誕生日おめでとうございます
市長から表彰状が贈られました

飯飯
いいいい

塚塚
づかづか

　ますゑ　ますゑさんさん
（（２月５日生まれ・下大塚）２月５日生まれ・下大塚）

萩萩
はぎはぎ

原原
わらわら

　恒恒
つねつね

夫夫
おお

さんさん
（（２月10日生まれ・藤岡）２月10日生まれ・藤岡）

地域づくり協議会で

　鬼石のゲストハウスに滞在し、地域
の暮らしを味わう「体験」を楽しんでい
ただいた今回の移住ツアー。大好評の
うちに定員が満員となり、ツアーの参
加者40人の中から、実際に鬼石に住み
たいという人が何組も誕生しました！
そのうち３世帯８人は鬼石地域への移
住を決定し、既に空き家探しを始めて
います。
　ほかの複数組も２月末時点で移住に
向けて前向きに調整中です。写真は空
き家探しの様子です。素敵な鬼石の暮
らしが始まりますように！

　鬼石振興課では昨年９月から２月末にかけて、県外
在住の人を対象に、鬼石地域での暮らしを楽しめる移
住体験ツアー「田舎暮らし体験旅」を開催しました。

地域おこし協力隊
　　吉田　まり子
問い合わせ　鬼石振興課（☎523111）

協
力
隊
の
活
動

は
こ
ち
ら

防災の取り組みを推進！
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